募集要項　その２
令和9年度採用　島牧村地域おこし協力隊（地域活性化）
【北海道島牧村×事業構想大学院大学の共同事業】
[bookmark: _GoBack]（令和８年４月２４日更新）

この度、島牧村では、都市圏に在住する方を対象として、島牧村の観光まちづくりに携わる人材として、国の制度を利用した地域おこし協力隊員を募集します。
なお、当村における地域おこし協力隊は全国初の取組として、東京に本校を構える「学校法人先端教育機構　事業構想大学院大学」との連携協定に基づいた「協力隊員兼大学院生」として活動していただきます。島牧村で協力隊員として道の駅業務に従事しながら、社会人大学院生として修学することにより、アイデア発想力や事業構想力などのクリエイティビティを身につけ、協力隊の任期終了後も地域内での起業や事業承継、就業によって定住し、活躍できる人材を求めています。
任期期間中は、道の駅の通常業務にあたりながら、顧客満足度を高める施策の検討・実施や、特産品開発などの新規事業に携わります。また、平日夜間を中心に大学院生としてオンラインでの受講を通じて、通常業務へのフィードバックや将来の起業等に備えた知識の習得に励んでいただきます。
なお、本募集は、総務省が推進する「おためし地域おこし協力隊」制度を活用し、地域協力活動の体験機会を提供するとともに、当該体験を通じて相互理解を深めた上で、地域おこし協力隊の採用選考を行うことを目的として実施するものです。
おためし地域おこし協力隊期間中に実施する体験プログラム及び面接等は、地域おこし協力隊制度に基づく周知・募集・選考活動の一環として位置付けています。 

１　応募条件
下記に掲げるすべての要件を満たすことが必要です。
（1） 心身ともに健康で、誠実に職務を遂行できる方
（2） ３大都市圏をはじめとする都市地域等から生活拠点を島牧村へ移し、住民票を異動できる方
（3） 他の隊員や地域住民と良好な関係を構築し、業務に対して主体的に取り組むことができる方
（4） 活動期間終了後も島牧村に定住する意欲のある方
（5） 普通自動車運転免許を取得している方
（6） 自家用車（任意保険加入済み）もしくはリース車両を持ち込める方
（7） 公租公課等の滞納がない方
（8） 島牧村で実施する「おためし地域おこし協力隊ワークショップ」に参加できる方
（9） 事業構想大学院大学の入学選考に通過すること
２　募集人数
令和９年度　５名(委嘱予定日：令和9年4月1日）
　
３　雇用関係と活動内容
主に下記の活動に従事していただきます。
（1） 地域活性化に関する業務
　　・雇用関係の有無：有（株式会社アバローネに所属）
　　・道の駅「よってけ！島牧」を拠点に道の駅業務を通じた地域活性化の実践
・上記に付随する事務など
　
４　委嘱期間
隊員の委嘱期間は、原則として１年とし、最長で委嘱の日から３年まで延長することができるものとします。

５　賃金について
賃金は月給制となります。（参考：R８年度支給月額２４５，１００円）
社会保険、労働保険、雇用保険に加入します。また、オンライン授業に出席する時間も賃金の発生対象となります。
　
６　活動費・兼業の可否について
（１）活動費に関しては、予算の範囲内で株式会社アバローネが年間活動計画に基づいて管理及び支出を行います。
（２）活動費から事業構想大学院大学の学費（年間１６０万円）、受検費用及び入学金を支出します。
（３）業務及び修学に支障が無い範囲において、定住につなげるためや地域住民から頼まれる仕事については、協議の上、兼業を認める場合もあります。

７　応募～選考の流れ
最初に、「北海道島牧村　地域おこし協力隊応募用紙」に必要事項を記入のうえ、下記９の宛先へ提出してください。

① 書類選考（1次審査）
提出書類に基づき、地域おこし協力隊としての適性を確認します。書類選考の結果については、応募者全員に文書または電子メールにより通知します。

② おためし地域おこし協力隊ワークショップ（地域協力活動体験）
書類選考通過者を対象に、2泊3日程度の「おためし地域おこし協力隊ワークショップ」を実施します。実施スケジュールについては、随時更新していきますので「８－３　選考スケジュール」をご確認ください。　
本ワークショップは、受入地域や自治体関係者、既存の協力隊員等との意見交換や、ワークショップ形式による課題共有等を通じて、応募者が着任後に携わる業務を体験し、自治体側も応募者の適性を確認することを目的としています。
ワークショップ期間中には、地域おこし協力隊の採用選考の一環として面接（2次審査）を実施します。なお、この面接は最終的な採否を決定するものではなく、最終審査に向けた評価・確認を目的として実施します。
本ワークショップの実施にあたり、発生する宿泊費、プログラム実施に必要な経費、食費(昼食相当分）については、地域おこし協力隊制度に基づく事業として村が負担します。
（※島牧村までの交通費及び懇親会費用は参加者の自己負担となります。）

③最終審査　
おためし地域おこし協力隊ワークショップ及び2次審査の結果を踏まえ、別日程で村長等によるオンライン面接（最終審査）を実施します。

④合否決定および通知
最終審査終了後、おためし地域おこし協力隊ワークショップ及び各選考結果を踏まえ、地域おこし協力隊としての採否を決定します。なお、本募集においては、島牧村地域おこし協力隊としての採用は、事業構想大学院大学の入学選考に合格することを条件とします。このため、地域おこし協力隊の最終審査に合格した場合であっても、事業構想大学院大学の入学選考に不合格となった場合には、地域おこし協力隊としての委嘱は行いません。
最終的な合否結果については、地域おこし協力隊の選考結果および事業構想大学院大学の入学選考結果の両方が確定した後、文書または電子メールにより通知します。合格となった方には、併せて、委嘱開始予定日、任期、雇用関係及び活動条件及び今後の手続き等について案内します。

８―１　選考方法（地域おこし協力隊）
1 1次審査　書類選考（北海道島牧村　地域おこし協力隊応募用紙を提出）
2 2次審査　おためし地域おこし協力隊ワークショップ期間中に実施する面接
（企画産業課長、道の駅フロア責任者）
3 最終審査　オンライン面接（島牧村長、総務経済部長）



８－２　選考方法（事業構想大学院大学）
下記リンクよりご確認ください。
　https://www.mpd.ac.jp/admissions

８－３　選考スケジュール(2ヶ月に1回程度更新予定）
　〇令和８年５月度
　1次審査　応募用紙提出期限　令和８年４月３０日(木)
　2次審査　おためしワークショップ　令和８年５月18日(月)～５月20日(水)

これ以降のスケジュールは確定次第更新の上、掲載します。

※最終審査の日程は個別に連絡します。

９　問い合わせ先、応募書類提出先
島牧村役場企画産業課　担当：奥、宮本
〒０４８－０６２１　北海道島牧郡島牧村字泊８３
TEL：０１３６－７５－６２１２　FAX：０１３６－７５－６２１６
　MAIL：shimamaki@mpd.ac.jp
メールでの応募書類提出も可能です。郵送の場合は、封筒に「北海道島牧村地域おこし協力隊応募書類在中」と明記願います。
